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磁性体中における磁化歳差運動の集団励起をスピン波という。スピン波は磁気弾性結合を通し

て弾性波と混成し、磁気弾性波をなす。これまでに私たちは、スピン波分散関係を再構築するス

ピン波トモグラフィー法[1]を応用して、鉄ガーネット膜における磁気弾性波の光励起メカニズム

を明らかにした[2]。スピン波はその伝搬方向によって振幅が異なり、これを非相反性という。ス

ピン波と弾性波は、磁気弾性結合を介してお互いの特性を共有する。このため、スピン波の非相

反性を活用することで、弾性波の非相反制御の可能性が示唆されている。 

本研究は、磁気弾性波の非相反伝搬を実験で直接観測する。具体的には、パルス光照射によっ

て鉄ガーネット中に純弾性波を励起し、その後に起こる磁気特性変化を時間分解磁気光学顕微鏡

で観測した。弾性波が磁気弾性結合を介して励起するスピン波伝搬過程が明瞭に観測され、スピ

ン波トモグラフィー法で解析した結果、磁気弾性波非相反伝搬の直接観測に成功した。図 1 に、

面内磁場 80 Oe で得られたスピン波トモグラフィースペクトルを示す。磁化と波数ベクトルの角

度は 45度とした。縦波の弾性波分散関係（白点線）と、表面モード（青実線）と体積モード（緑

実線）のスピン波分散関係の交点に明瞭な信号が現れ、これは磁気弾性波を反映する。また、正

と負の波数におけるスペクトル強度に顕著な差が見られる。これは、磁気弾性波スピン波成分の

非相反性を反映するものである。 

スピン波の非相反性は、磁化による時間反

転対称性の破れと、試料界面における空間反

転対称性の破れに起因する。このため、スピ

ン波の表面モードが顕著な非相反性を示すこ

とが知られている。しかし実験結果は、表面

モードと体積モードの両方の磁気弾性波が顕

著な非相反伝搬することを示した。 

発表では、磁気弾性波非相反性の角度依存

性に関する実験結果を示し、非相反性発現の

メカニズムを議論する。 

1) Y. Hashimoto, et al., Nature Communications 8, 15859 (2017). 
2) Y. Hashimoto, et al., Phys. Rev. B 97, 140404(R) (2018). 

 

    図 1 スピン波トモグラフィースペクトル 
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